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Development of the System for Setting English Learning Objectives by Self-Assessment 
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   ＜あらまし＞  熊本大学の英語教育では、自学自習を主軸とした CALL 授業をより効果的なものと

するため、学生自身が英語能力を把握し、学習目標を設定するのに活用できる「英語コンピテンシー

マップ」を導入した。これを活用し、学生の英語能力を自動判定するシステムと、英語能力試験の結

果を閲覧できるシステムの２つを開発し、学生や教員が利用できるようにした。これにより学生は、

英語能力やアドバイスを随時確認し、学習目標の設定に活用できるようになった。教員はクラス内の

学生レベルを閲覧し、指導や教材の選択に利用できるようになった。 
 
    ＜キーワード＞   学習スキル  能力判定  授業支援システム  データ解析ツール 
 

熊本大学 大学教育機能開発総合研究センター

では、2003 年度より学内の大学改革推進事業と

して、「IT 環境を用いた自立学習支援システム」

の取り組みを始めた。この事業は、学務システム

や e-Learning システム、CALL システムを活用

し、履修者情報の一元管理や学生の自学自習の推

進を目標としたもので、これにより CALL 教室

での自学自習環境の整備、学習成果の効率的な管

理が実現できた。2006 年度には、学習者が英語

習熟度を自覚し、学習目標を設定する支援をする

「英語コンピテンシーマップ 1)」を作成した。 
今回開発した「英語コミュニケーション能力診

断ツール」は、自立学習の目標設定や学習成果の

確認に活用できる２つのシステムで構成される。

コンピテンシーマップの質問を利用して、英語能

力の診断をする「Can-Do アンケートシステム」

と、英語能力試験 CASEC 2)の結果閲覧と他学生

との比較ができる「CASEC 結果閲覧システム」

である。今回は動作仕様と開発について発表する。 
 

本システムで Can-Do アンケートの判定に使

用するのは、「Common European Framework of 
Reference for Languages: Learning, Teaching, 

Assessment (CEFR)」の質問項目（表 1）を日本

語化したものである。この指標では７つのスキル

毎に、コミュニケーションレベル A1 から C2 ま

での 6 段階で分類する。システム（表 2）では、

それぞれの能力に相当する質問に「ほぼできる」

～「全くできない」の 4 段階で回答させ、「でき

る」の回答率に応じ診断結果を表示し、吉島ら 3)

の自己評価表を今のレベルでできる事として合

わせて表示することで、自覚を促すものとした。 
CASEC 結果閲覧システムは、学生自身の試験

結果とクラスの所属学生の得点等を視覚的なグ

ラフで比較できるものとした。 
本システムの開発には、PHP4 と PostgresSQL

を使用している。熊本大学ではシングルサインオ

ンシステムにより、統一パスワード認証を簡単に

実装できるため、ID 管理等の開発が不要である。 
 

表 1 �スキルのレベル�の質問� 
���（��）���� A1 A2 �1 �2 �1 �2 �

Listening（聴く） 4 6 6 6 6 1 2�

Reading（読む） 8 8 8 8 8 6 46

Writing（書く） 5 8 8 8 8 8 45

Spoken Interaction（話す） 8 12 7 7 4 1 3�

Spoken Production（表現力） 2 *6 6 6 4 2 26

Language Quality（言葉の質） 0 4 4 4 4 4 20

Strategies（使い方） 3 *3 3 3 3 1 16

� 30 47 42 42 37 23 221
(*) A1と重複した質問が１つ含まれる。  
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表 2 システムの��仕様 
221問から作成済みの4パターンのアンケートを使う

各パターンには109又は110問を設定（１／４ずつ重複）

4パターンのうち1つをランダムで出題する

[ほぼできる][少しできる][余りできない][全くできない]
の4種類から回答

109または110問の全ての問いに答える

診断結果は、スキル毎に判定する

レベルA1から順に「できる」と答えた回答を集計

「できる」が80%以上なら、該当レベルを満たしたと判定

問いの無いレベルは、次のレベルに連動する

連続して満たした最後のレベルを最終的に表示する

過去のレベルと現在のレベルを比較できる

各レベルでできることを表示する

出
題

回
答

診
断

結
果
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 学生画面は、半期に 1 回の診断ができる仕様で、

認証の後、今学期未回答の学生ならアンケートの

出題画面を表示し、今学期回答済みの学生には、

診断結果(図 1)を表示する。診断結果には、各ス

キルのレベルと該当する自己評価が表示される。

教員画面では、担当クラスのレベル頻度を棒グラ

フで表示（図 2）でき、各学生の現在と過去のレ

ベルも閲覧できる。 
 

 
図 1 Can-Do 診断結果画面 

 
図 2 Can-Do 教員用画面 

��� ����� �������� 

本システムでは CASEC の試験結果を学生や

教員が閲覧できるようにしたものである。学生画

面（図 3）では、学生自身の試験結果と学年・所

属クラスの平均、所属クラスの成績分布を合成表

示する。これにより、学生は自分の成績を比較し

ながら目標設定を行える。教員画面では、担当学

生の得点とクラス平均等を閲覧できる。 

 
図 3 CASEC 結果学生画面 
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 今回学生の自学自習の目標設定を支援するた

め、英語能力を確認するツールを開発した。本ツ

ールは、アンケートの回答で診断するため、学生

の実際の能力とずれてしまうことがある。

CASEC の結果と診断結果を合成することで、こ

のずれを視覚的に発見しやすいようにできると

考えている。 
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Can-Doアンケートの実施にご協力頂きました

熊本大学の学生諸氏、CALL 担当の先生方に深謝

申し上げます。 
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